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漢おとこを磨く京都の１週間自修。お題は戦国。

ハードル上げたぞコイツら･･･。べんだい生の恒例行事を決行！　３期生上洛す！
　せっかくの夏休みだから、“京都で源氏物語を調べて恋愛を学び、ついでに彼女もゲットしちゃおう”というコンセプトが、いつしか暴走し、
「食費は浮かせ」「水は拾え」「タダで泊めてもらえ」「絶対のチーム行動でケンカは奨励」「まあ、とにかく苦労しろ･･･」と、まるで武者修行のよ
うな１週間になってしまい、いつしか･･･べんだい名物行事となってしまった。皆様の声援を受け、３期生たちは脱藩浪士の気持ちで上洛した。
　さて今回、調査するお題は「戦国時代～朝廷にまつわるエトセトラ」。実は、３期生は理系の学生が半数を占めており、日本史は小学生レベ
ル・・・。そんな無知な連中が、この京都という歴史的舞台で、アポ無しでお寺や神社、歴史施設を飛び込み取材するわけだから、どんなもの
になったかはご想像にお任せします。ただ、彼らを救ってくれた唯一のアイテムは、コスチュームの作務衣（サムエ）。洗濯しない奴らの衣は、
見事なまでに塩を吹き修行僧そのもの。１週間の体験を終えた彼らの姿は、間違いなく漢（おとこ）を磨いた風に仕上がっていた・・・。
　最終日の夜、漢たち一同は大阪へ。それは「就活生の夏合宿」に乱入するため。そこで参加学生を勇気付けるという名目で、無理やりプレ
ゼンをさせてもらった。優勝チームには報酬として合宿に合流させてもらえる券が与えられ、負けたチームは、とどめの野宿が与えられた。

食い逃げラーメン。激辛で惨敗・・・。 自修の成果を大阪の学生たちの前で発表！

やっと
釈放された！

鴨川のせせらぎが心地よく、天然クーラーに
三条大橋の下にて

↑吉田神社に泊めていただけることに。
しかも座布団まで貸していただいた。

↑翌朝、気合のジョギング

日に焼けて
ピンク頭に↑本能寺で織田信長公に

手を合わせる。

生きて帰れます

俺は正直モノ足んねえ

最初っから
戦意喪失男

じりじり・・・

寝返り危険！

スヤスヤ

４日ぶりで嬉しいデス！

↓吉田神社で
取材と宿交渉。

→京都で、坊主頭は最強の
スタイルだったが・・・
日差しには負けました・・・

水は無料！

買うのが
バカバカしいぜ

寝るのも無料！

御所の中に屋根付きを発見！
しばらくご厄介になります

夜の徘徊

宿交渉よりも・・・
野宿に、すっかり
慣れちゃいました！

　　　うほほほ！
織田信長って
いい人だったんだ

宿が、なかなか
見つからない

こいつら・・・
ケンカばっかり
しやがって・・・

ボクだけ
都会っ子なのに
早く帰りたい

京都三条大橋の上にて
それぞれ思いにふけっている図
（ただし１班だけ集合に現れず）

もしもし関よ、関君よ。
それは錯覚ですよ　
　　　　　　（ｂｙ事務局）

このためだけに
やってきた川辺

おおおっ
パチパチ

ぎゅう～

ヒリヒリ

ふうっ

からっ！

今のボクたちに
恐いモノなんて

無いかもしれない！

ニヤリ

会員様には、今回の「京都１週間ドキュメント版」DVDをお届け


